平成15年度　第1回　アナログ３種　技術科目

  端 末 設 備 の 接 続 の た め の 技 術 
第1問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計25点)
(1)　水晶、ロッシェル塩、チタン酸バリウムなどの結晶に外部から圧力を加えて、ひずみを発生させると、そのひずみに比例して結晶の両面に電圧が発生する。また、その逆に、電圧を加えると、電圧に比例したひずみが発生する。このような現象は、（　ア　）といわれる。電話機の送話器、受話器にはこの現象を利用したものがある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	①　ゼーベック効果　　②　圧電効果　　③　トムソン効果

④　側　音　　　　　　⑤　誘　導


　(2)　側音について述べた次の記述のうち誤っているものは、（　イ　）である。　　　　　　(5点)
	①　側音は、送話器の音声や室内騒音などの受話器から入り通話回路、受話回路を経て自分の耳に聞こえる音である。

　②　側音を適当量に抑えるための回路は、側音防止回路といわれる。

　③　側音が大きいと、受話のときに相手の声が聞き取りにくい。

　④　側音が大きいと、送話者は自分の声が小さいと判断して大声で話すようになる。


(3)　図は、小電力形コードレス電話機の発呼時の一時的な接続動作シーケンスを示したものである。図中のBは、（　ウ　）といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　音声回路ON信号　　②　呼出信号　　　　　　　　③　発信信号

　④　発信音　　　　　　　⑤　チャネル切替完了信号
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(4)　電子化電話機では、送受器に使用されている振動板と同様の振動板がトーンリンガ回路の（　エ　）に使用されている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　コンバータ　　②　ベル　　③　電子チャイム　　④　IC　　⑤　サウンダ


(5)　着信時、電話機から応答すると、一般に、交換機は発信側に対して送出していた呼出音を停止し、（　オ　）により着信側の応答したことを伝える。　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　両線間の極性反転　　②　電源回路　　③　片線への地気送出　　④　通話電流の瞬断


第2問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計25点)
(1)　図は、電子化電話機の回路構成を示したものである。　　　　　　　　　　　　(5点×2=10点)
(ⅰ)　図中のダイオードブリッジ回路は、電気通信回線の電圧極性が反転しても、押しボタンダイヤル発信回路などへの供給する（　ア　）の極性を一定に保つ動作をする。

	　①　交流電圧　　②　呼出信号　　③　着信信号　　④　直流電圧　　⑤　選択信号


(ⅱ)　図に示す回路構成において、図中のDは、（　イ　）といわれる。

	　①　電源回路　　　②　制御回路　　　　　　③　通話回路網

　④　拡声アンプ　　⑤　トーンリンガ回路
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(2)　電子化電話機の機能について述べた次の二つの記述は、（　ウ　）　　　　　　　　　　　(5点)
A　内蔵メモリに複数のダイヤル番号を記憶させておき、当該ボタンを押下するだけで記憶させた番号を送出できる機能は、ワンタッチダイヤル機能といわれる。

B　間違い電話を防止するため、電話機のディスプレイにあらかじめダイヤル番号を表示し、確認後、ダイヤル信号送出を行う機能は、オンフックダイヤル機能といわれる。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


(3)　押しボタンダイヤル信号の発信回路には、LSIを使用し、デジタル処理によって2周波ダイヤル信号を合成する（　エ　）方式を採用している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　アナライザ　　②　マルチ　　③　アナログ　　④　シンセサイザ


(4)　留守番電話機には、リモコン操作の際に、呼出音2回で応答しないときは、前回の用件確認以降、新たに用件録音がされていないなど呼出音の回数で用件録音の有無を知ることができる（　オ　）機能を有するものがある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　自動通報　　　　　　②　保留転送　　　　③　着信モニタ

　④　テレコントロール　　⑤　トールセーバ


第3問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (小計25点)
(1)　図は、JIS X 5101に規定する変復調装置と端末装置間の信号の授受を示したものである。図中のB、Dは、それぞれ（　ア　）信号といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　端末装置レディ(ER)、送信要求(RS)
　②　データセットレディ(DR)、送信要求(RS)

　③　端末装置レディ(ER)、送信可(CS)

　④　データセットレディ(DR)、送信可(CS)
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(2)　電話交換網に接続する全二重式のデータ伝送用変復調装置には、周波数分割方式とハイブリッド回路を用いた（　イ　）方式とがある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　位相差分　　②　エコーキャンセラ　　③　振幅分割　　④　量子化多重


(3)　網制御装置は（　ウ　）を利用してデータ伝送する場合に用いられる。　　　　　　　　(5点)
	　①　電話機　　②　専用線　　③　電話網　　④　音響結合装置


(4)　ITU－T勧告V.25bisに準拠して自動起呼を行う場合、データ端末装置(DTE)からデータ回線終端装置(DCE)に対しては、ダイヤル番号をパラメータとしてCRN（　エ　）が送信される。(5点)
	　①　キャラクタ　　②　データ　　③　コマンド　　④　インディケーション


(5)　ファクシミリ装置で使われているIC技術を用いたCCD/MOSイメージセンサは、小さなチップサイズに高集積化されている。このため、原稿の像をイメージセンサ上に縮小して結像させる（　オ　）が必要である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　クラッド　　②　シフトレジスタ　　③　メモリ　　④　レンズ


第4問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計25点)
(1)　同一敷地内にある別の建物に架空配線により電話機を増設する場合には、通常、引張り強度を保つため、（　ア　）を使用して引留具により建物の外壁に固定する方法が採られる。　　　　(5点)
	　①　構内ケーブル　　②　屋外線　　　③　鋼心アルミより線　　④　硬鋼より線


(2)　アンダーカーペット配線方式では、建物内の床面に通信用などのケーブルを布設するとき、ケーブルの保護や固定のために各種の（　イ　）を用いている。　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　フロアダクト　　　　　　②　フラットプロテクタ　　③　金属管

　④　N形ワイヤプロテクタ　　⑤　粘着テープ


(3)　屋内線が家屋の壁等を貫通する箇所で絶縁を保護するためや、電灯電力線及びその他の支障物から屋内線を保護するためには、一般に、（　ウ　）が用いられる。　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　硬質ビニル管　　　　　　②　立上り電線カバー

③　PVC電線防護カバー　　 ④　ワイヤプロテクタ


(4)　電圧をアナログ式テスタを用いて測定するとき、一般に、最初に最大のレンジにしておいたテスタを被測定回路に対して（　エ　）接続し、順次小さいレンジへ切り替えて測定を行う。　(5点)
	　①　直列に　　②　並列に　　③　3点で　　④　コイルを通し


(5)　データ端末装置の信号をアナログ電話回線に送出するときには、変復調装置が必要となるが、変復調装置は、（　オ　）信号とアナログ信号との相互変換のために用いられる　　　　　　　(5点)
	　①　音　声　　②　デジタル　　③　位　相　　④　ダイヤル　　⑤　周波数


解答

第1問（ア）②　（イ）④　（ウ）①　（エ）⑤　（オ）①

第2問（ア）④　（イ）③　（ウ）①　（エ）④　（オ）⑤

第3問（ア）④　（イ）②　（ウ）③　（エ）③　（オ）④

第4問（ア）②　（イ）⑤　（ウ）①　（エ）②　（オ）②
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